










































































































































































































































































































































































































11 20世紀・アメリカ 月に憑かれたピエロ　セントルイスブルース　What a Wonderful World　ラプソディインブルー
12 日本の伝統音楽 雅楽「陵王」「納曽利」「越天楽」　催馬楽「伊勢海」　能「羽衣」　
13 歌舞伎と文楽 地歌「雪」　文楽「妹背山婦庭訓」　歌舞伎「京鹿子娘道成寺」
14 明治以降の日本 花　荒城の月　この道　ノヴェンバー・ステップス　戦場のメリークリスマス
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5．器楽（ピアノ）の実技指導
　音楽のオンライン授業で苦労したのはピアノなど
器楽の実技指導であった。松本大学では後期に予定
されている器楽指導だが、ここではT大学で前期に
行ったピアノレッスンについて触れておく。
　学生に前もってアンケートを実施したところ、半
数の学生がピアノなどの鍵盤楽器を所持していな
かった。対面では通常一人一台宛がわれてピアノの
技能を習得してきたため、今年度は楽器がないこと
は致命傷であった。それほど高くないキーボードを
購入した学生もいたが、下宿先のアパートでは音を
出せない環境下で、最後まで紙鍵盤やタブレットの
アプリで頑張る学生もいた。教育学部の初等教員養
成課程の学生としては、やはり学習指導要領におけ
る歌唱共通教材の中から数曲は弾けるようになって
ほしいものであるが、ピアノを全く経験したことの
ない学生にとって楽器もない状態で本当に学習でき
るのか、非常に不安を抱えてのスタートであった。
　授業は基本的にTeamsで行い、課題目標に向け
て各自が練習し、一人ひとり個人レッスンのチャネ
ルに移動して対応した。時間内に全員のレッスンを
することは厳しく、一人2～3分であったが、修正す
べき指示を端的に伝え、あとは各自で練習して完成
したものを録画に撮り、個人チャットに添付しても
らった。従って授業時間外にそれらの録音や動画（図
12）をチェックし、次の課題を指示していった。対
面であれば音やリズムの間違いをその場で音を示せ
るが、言葉のみで説明しながらの指示は大変であっ
た。紙鍵盤の学生には手の位置や指の動きを確認す
るにとどまった。ほかの楽器演奏の経験があり楽曲
の旋律が何となくイメージできる場合はよいのだが、
特に初心者はイメージしづらいため、指導者がゆっ
くり片手ずつ弾いた動画をアップし、音を聴いて確
認しながら練習できるよう配慮した。それでも音が
鳴らない状態ではやりづらかったようだ。
　緊急事態宣言が解除され7月より実習など一部の
対面授業が可能となった。急遽学生にも希望調査を
取り、対面希望の学生には大学でレッスンを行った。
特に楽器を所持していない学生で大学に来れる学生
は意欲的に参加した。それでも地方から上京するこ
とに抵抗があるなど、それぞれの事情でオンライン
授業を継続した学生も多かった。大学の楽器で練習
できた学生は、やっと感覚をつかめたようで、やは
り器楽指導については環境を整える必要があり、課
題が残った。
　本来であれば最後は全員で発表会を行う予定で
あったが、ベストな状況で演奏できない学生もいた
ため、今年度は各自が録音を提出して終わることと
なった。
6．模擬授業の指導
　教職研究ゼミナールでは、3年生のゼミ生6名が音
楽科の小学校学習指導要領解説5）を分担してまとめ
たものを発表しあい、一人ずつ模擬授業をオンライ
ン上で行った。それぞれが設定した題材は「リズム
で遊ぼう」（1年生）、「様子を思い浮かべて歌おう」（2
年生）、「せいかつの中にある音を楽しもう」（2年生）、
「いろいろな音のひびきをかんじとろう」（3年生）、「思
い出を音楽にしよう」（6年生）、「拍にのってリズム
をうとう」（特別支援学級低学年）であり、指導案を
提示して20分から30分をかけて行った。「かたつむ
り」や「虫の声」「おかしのすきなまほうつかい」といっ
た教科書に載っている楽曲を教材としたリズムや歌
唱表現に関連するもの、身の回りにあるものの音や
思い出とリンクさせたイメージによる音楽づくりの
もの、そして特別支援学級を想定し児童一人ひとり
の実態に即した様々な支援ツールを使用して音楽を
楽しむものなど、バラエティに富んだ内容で互いに
良い刺激となった。
　オンライン上で示せる音源や動画、ワークシート
やパワーポイントによる資料（図13）も充実していた。図12．提出動画
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学生を児童に見立てて行ったのだが、やはり画面越
しに話しかけてもなかなかすぐに反応が返ってこな
いためお互いやりづらかったのは致し方ない。しか
し教育実習を控えた3年生にとって模擬授業を行う
機会がなく、少しは役立ったと思われる。各模擬授
業後に振り返りの時間を設け、互いの立場で評価し
あい改善につなげられる学びがあった。幸い小中学
校では感染対策をしながらの対面授業が行われてい
るので、児童と一緒に創り上げる授業を体験してき
てほしい。
　オンラインによる授業づくりでは目的、指導内容
に沿った指導方法として、様々なICTツールを活
用することが考えられる。デジタル教科書やデジタ
ル教材のほか、特に音楽づくりの活動では教育版の
ボーカロイドも開発され、スマートフォンやタブレッ
トでのアプリも充実している。またこれからの教育
に欠かせないと言われるプログラミング的思考力だ
が、スクラッチのようにブロックを積み上げて様々
な指示を組み込むタイプのMusic Blocksを活用し
て音楽づくりの授業デザインを試みた学生もいた（図
14）。
　児童や生徒がこのようなツールを用いて自分のイ
メージを音で表現しようと音楽にのめりこむ姿が目
に浮かぶ。このような教材開発と実践も行われつつ
あるので、その効果と課題をしっかり分析しつつ可
能性を探っていきたい。
7．その他
　最後にゼミ活動の一環として行ったコンサートに
触れておく。例年教育学部ではサマーコンサートを
企画して参加希望者による演奏を聴く機会を設けて
きたが、今年度はオンラインで開催することとし
た。出演者を募るために以下のようなアナウンスを
Teamsで提示した（図15）。
　演奏希望者は個人やグループでエントリーし、演
奏動画を撮影して送ってもらった。ゼミ生6名は参
集できないため、「上を向いて歩こう」の伴奏に合
図13．学生が作成したWSとPPT
図14．Music Blocks
図15．コンサート案内
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わせて各自が好きな楽器や歌で演奏動画を撮り、リ
モート演奏をしているように編集した。ほかにも感
染予防対策としてアクリル板を挟んでの連弾、でき
るだけ離れてマスクをつけた演奏など、本来のアン
サンブルの環境とは大きく違っていたが、今できる
ことを試みた。
　最後に集まった動画を一本のサマーコンサートと
してまとめStreamで限定配信した。限定配信とは
いえ、出場者の肖像権や著作権の確認を行いつつ、
何とか出来上がった。編集や様々な手続きで時期は
遅れてしまったが、一つの試みとして学生にとって
も良い経験となり、一定の成果はあったと考える。
　音楽や演劇など集客して行うライブも制限される
コロナ禍ではあるが、そういう時だからこそ人々の
心がつながって豊かになる芸術表現の場を模索して
いかなければならないと思う。
Ⅲ．考察
　ここまで前期のオンライン授業実践における内容
と指導法について報告した。音楽学習は大きく演奏
などの表現と鑑賞に分かれるが、さらに①音楽の基
礎知識（楽典）の指導、②歌唱の指導、③音楽づくり
の指導、④鑑賞の指導、⑤器楽の指導、⑥模擬授業
の指導に分けて述べてきた。それぞれのオンライン
授業における利点と課題を考察する。
　まず音楽の基礎知識である楽典の指導は、基本的
に机上の学習で可能であり、補助的に音が鳴る鍵盤
があればより理解しやすい。そのためワークシート
とパワーポイント資料の提示によってオンラインで
も十分可能である。しかし学生の反応や学習実態が
把握できないため、最後に教材冊子を集めて確認す
る必要があった。学生にとっては初めての学習内容
もあるため、理解が難しかったこと思われる。また
五線に音符を書くことも良い経験となった。修正な
どを指示して返却したが、その後は訂正したページ
の写真をチャットに添付することで確認した。学生
からも質問などを受け付けたが、個人とのやり取り
ができるため、対面ではしにくい質問も気軽にでき
る利点がある。またやり取りの履歴が残るため、顔
が見えないことは残念であるが、学生個々の状況把
握には役立った。
　歌唱の指導については、この授業のメインになる
にもかかわらず全体で声を合わせることができない
という大きなリスクがあった。しかし指導者の伴奏
に合わせて個々で歌うことができていたことを知り、
大変救われた。歌う際に手遊びや手話などの動作を
取り入れることで、より楽しく一緒に歌っている感
覚を持てる。わらべうたや歌唱共通教材についても
学ぶことは多く、楽典の学習と関連付けながら進め
ることができた。今回実践しなかったが、指揮法の
指導も取り入れてもよかったと思われる。
　またリズム唱、階名唱、歌詞唱の録音課題を提出
することはオンラインならではの初めての試みであっ
たが、学生もしっかり取り組み、一人ひとりの技能
については評価がしやすかった。学生が参集できた
らぜひ合唱をやりたいという欲求が高まっているが、
動画編集などを取り入れていわゆるリモート演奏の
可能性も考えられ、工夫の余地がある。
　音楽づくりの指導については通常でも多様な題材
が考えられるが、今回のわらべうたの替え歌では唯
一グループ活動にしたことで学生には好評であった。
オンラインで行う音楽づくりの活動としてはより一
層の検討の余地があると思われる。例えばオンライ
ンという環境をより生かしてICTを用いた音楽づ
くりの活動ができそうであることがわかった。学生
はスマートフォンのアプリなどでリズムゲームや音
楽づくりができるものには興味を示すため、活用し
ていけそうであり今後の課題としたい。
　鑑賞の指導については既述したとおり、オンライ
ンでも十分に行えることが明らかであり、学生にとっ
ても受け入れやすい。ただしこれも学生の姿が見え
ないことで反応をすぐにはキャッチできないため、
ワークシートなどの課題を提出してもらうことで学
習実態を把握することとした。本来であれば互いに
感想を出し合い、対話しながら学習が深まることが
理想であるが、そのような共有する場面が設定しに
くいことは課題である。
　最後に器楽の指導について、今回はピアノの個人
レッスンの形態について述べた。楽器を演奏できる
環境さえ整えば、レッスン自体はオンラインでも可
能である。ただし連弾やアンサンブルは難しいため、
やはりリモート演奏の編集が必要になる。今後の器
楽指導は、個人の技能も高めつつ、他者の音も聴き
ながらの協働的な活動ができることが望ましく、オ
ンラインでは難しいと考える。
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　授業づくりにおいても今回はオンライン上での模
擬授業に取り組んだ。学生なりに一生懸命準備し、
板書の代わりにパワーポイント資料を作成し、音源
なども工夫して用いていた。音楽は一人でできるこ
ともあるが参集してこその意義が大きく、大変苦労
していた。恐らく小学校現場がすべてオンラインに
なることはないかもしれないが、今後万が一そのよ
うな状況になっても、発信するすべは工夫の余地が
あり、他の教科にも応用していける可能性はある。
今後の教材開発に期待したい。
　以上、音楽のオンライン授業は対個人の学習に対
してであれば可能なことが多く、むしろ音源や動画、
アプリの活用でさらに応用できる可能性がある一方、
複数の人が同時に協働的なアンサンブルなどの活動
を行うには課題が多くあり、特に器楽は楽器などの
環境設定に制限があることからオンラインでのあり
方は検討の必要があることが明らかとなった。
Ⅳ．おわりに
　今回のオンライン授業を通して、全体としては短
時間の準備で教員も学生もよく乗り切った、という
のが本音である。音楽以外でもゼミや教採対策など
あらゆるタイプの授業が行われたが、学生の学びを
しっかり分析していく必要があろう。
　学生の出欠席状況は、通学時間がないことが大き
く自宅あるいは下宿先で参加できるため向上したと
考えられる。集団が苦手な学生も周りを気にせず参
加しやすかったのであろう。一方あまりにも学生の
顔が見えず、学生も顔を出したがらず、表情が見え
ない中での実態把握の難しさを感じた。チャット
にいいねマークなどで反応してもらったり、Forms
を用いたクイズを出して回答してもらったり、学生
の反応を引き出すことにも苦労した。
　対面試験の代わりやオンデマンドなどの授業も含
めて通常より課題レポートが多く、学生にとっては
かなりの負担であったようである。図書館にも足を
運べない学生はインターネットを頼りに課題に取り
組み、慣れない作業の中、提出期限が守れなかった
り操作ミスで提出できていなかったりという場面が
多くみられた。習得の実態とレポートの提出状況な
どを加味して評価を行ったが、この妥当性について
は検討の余地が残った。
　尚、本稿に挙げた学生の記述、作成した教材等に
ついては本人の同意及び倫理的配慮がなされている。
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